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今年は例年よりも少し早い梅雨入りとなりました。学校では１学期も残すところ１か月となりま

した。今号では、先日学校を挙げて行った「スマイル会議」について、趣旨や概要をお知らせしま

す。いじめゼロの学校・地域づくりを目指し、御家庭や地域でも話題にしていただけますと幸いです。

「スマイル会議」は、事例をもとに児童自身がいじめの原因や求められる行動を考えることで、学校全体にいじめ

を許さない雰囲気を醸成するとともに、子供一人一人がどうしたら友達と良好な関係を築くことができるか考えるこ

とができるようにすることを主な目的としています。真岡西小ならではの取組で、年２回実施しています。

【内容・方法】ステップ１ 各学級におけるスマイル会議（話合い活動）５／９(金)～28(水)

いじめ事例をもとに、なぜそうなったのか、どうすればよかったのかを考え、

話し合う。話合いを踏まえて、今後の自分のめあてを決める。

ステップ２ 代表委員会 ６／２(月)

低･中･高学年ブロック毎に、学級委員が各学級で出た意見を報告し合う。

ステップ３ スマイル報告会議 ６／９(月)

代表委員会の内容を全児童に知らせ、いじめを絶対に許さない意識を高める。

ここでは高学年で話し合われた様子を御紹介します。

【事例】 私たちのクラスには、クラスのLINEグループがあります。そこでのやりとりです。

(Aさん) おはよ～ 明日テストだね。

(Bさん) 今日、勉強１時間やったー

(Cさん) まじめだね

(Dさん) すごっ

(Eさん) それって言う必要ある？

そこでグループLINEのやりとりは終わり。次の日学校へ行くと、Ｂさんは自分がバカにされたと

思い、落ち込んでいました。

何が原因？何が問題？ ※児童から挙がった主な意見

「朝からLINEしていること」

「表情が分からないLINE上で話していること」

「「まじめだね」という言葉は、言われて嬉しい人と嬉しくない人がいるということを理解していないこと」

「Eさんの発言の「それ」が何を指しているか分からないこと」 など

どうすれば良かった？ ※児童から挙がった主な意見

「必要のないことで朝からLINEしない」

「大切な話はLINE上でせず、直接会って話をする」

「Eさんの発言の後、もう少し会話を続けてフォローがあると良かった」

「どうしてもLINEで話をする必要があるなら、絵文字を付けるなど気持ちがきちんと伝わる工夫をする」

「LINEを送る前に一度踏み留まって、相手が傷つかないかよく考える」 など

報告会議の終わりに児童会運営委員長さんが全校児童に次のように呼び掛け、スマイル会議は終わりました。

自分がどうこうではなく、相手が少しでも「嫌だな」と感じたら、それはいじめです。いつも相手の気持ち

を考えて、言葉や行動に気を付けて過ごしましょう。一人一人が「いじめは絶対に許さない」という気持ちを

もち、いじめのない、みんながスマイルで過ごせる真岡西小学校にしていきましょう。



５～６月に教育実習を行った野田 楓さんと齋藤ひなさんです！（いずれも本校卒業生）

特に印象に残っているのは、子供たちの元気なあいさつと、楽しそうにＩＣＴを活用して学ぶ姿です。タブレッ

トを用いた授業では、自分で作った自己紹介カードを誇らしげに見せてくれる子や、都道府県をタッチして学ぶゲ

ームで「２級上がったんだよ！」と嬉しそうに報告してくれる子もいました。ただ知識を得るだけでなく、自ら学

ぶ楽しさや達成感を味わっていると思いました。子供たち一人一人の成長を陰ながら応援しています。 (野田さん)

体育の時間に私が転んでケガをしたときに、別の児童も同じように転んでしまったことがありました。「大

丈夫？」と声を掛けると、「先生こそ大丈夫？」と返ってきたのです。自分のことよりも相手を心配し、気遣

うその優しさに心を打たれました。その後も、毎日みんなが声を掛けてくれました。いつまでもハートフルで

元気いっぱいの真岡西小の皆さんであってほしいと思います。 (齋藤さん)

航空写真を
撮ったニャン！

５／９（金）に創立５０周年記念の一環として、航空写真撮影
を行いました。上空に現れたセスナ機に、子供たちは大盛り上が
りでした。


